
平成１５年度試験研究成果書 
 

区分 指導 題名 マニュアスプレッダーを用いた農作物残渣の堆肥化と利用技術 

［要約］農場より発生する作物残渣を家畜ふん堆肥とマニュアスプレッダーを用いて切り返すと

温度上昇により堆肥化が促進できる。完成した堆肥の成分濃度は牛ふん堆肥に比べてやや高まるが、

栽培的には牛ふん堆肥と同様に利用できる。 

 

キーワード 農作物残査 堆肥化 マニュアスプレッダー 生産環境部 土壌作物栄養研究室 

 

 
1 背景とねらい 
 今後農業の自然循環機能を高めるためには、作物残渣や家畜糞尿等の有機物循環技術確立が不可欠で
ある。しかし家畜糞尿の堆肥化に比べ農・園芸作物残渣の有効利用は進んでいない（１）。一方、岩手大学
で開発されたマニュアスプレッダー利用による家畜糞高速堆肥化法（２）は現有農機具を用いた個別分散型
処理のため、作物残査や生ゴミ等の堆肥化にも有効と考えられる。そこでこの手法を作物残査堆肥化に
応用し、個別農家でも利用可能な堆肥化システムを開発した。 
 
2 成果の内容 
（１） 堆肥肥化処理フロー(図１) 
ア 原料：全ての農作物残渣が堆肥原料とし使用できる(表１)。大豆、とうもろこし、稲わらなどの
低水分残渣はチッパーで裁断し、野菜などの高水分残渣と混合堆積する(図１)。 
イ 切り返し：混合残渣を２、牛ふん堆肥を１の割合でマニュアスプレッダーに積載し、堆肥舎内で
トラクタ－は静止し、スプレッダーのみを動かして1.5～3m程度に積み上げる(図１)。空気混入によ
り良好な堆積状態が得られ、60～80℃まで堆肥温度が上昇する(図２)。 
ウ 熟成判定：温度が50℃以下になったら再度切り返す。水分不足の場合は汁液、雨水、水道水等に
より60%まで補給する。２ヶ月ほどで熟成に移り、３ヶ月ほどで完成する(図１、２)。 

（２） 堆肥の成分分析：残渣混合堆肥は牛ふん堆肥に比して炭素が低下し窒素が増えＣ/Ｎ比が低下する。
またＰ，Ｋ，Ｃａ，Ｍｇ等の肥料成分割合が高まるが、成分的には牛ふん堆肥（３）に近い(表２)。 

（３） 堆肥の施用効果：水稲、大豆の試験結果、牛ふん堆肥並の使用が可能である。(図３)。 
 
3 成果活用上の留意事項 
(1) 混入種子や病原菌死滅のため、堆肥の水分確保と切り返し後温度50～60℃２週間の継続性を確認する。 
(2) 低水分牛ふん堆肥の他に、戻し堆肥も使用可能である。また十分な温度上昇が得られない場合は、米
糠等の易分解性有機物を混合する。 
 
4 成果の活用方法等 
(1)適用地帯又は対象者等 県下全域、営農指導者 
(2)期待する活用効果 農・園芸作物残渣及び家畜ふん堆肥の地域内有機資源利用促進。 
 

5 当該事項に係る試験研究課題：ﾏﾆｭｱｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰ利用による地域内有機物の急速堆肥化技術(H14-15) 
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7 試験成績の概要（具体的なデータ） 
表１  堆肥舎搬入作物残渣 (H14農研セﾝﾀー )   計34.1t   
分類 品目 搬入量ｔ  割合％ 分類 品目 搬入量ｔ 割合％  
果実類 リンゴ、梨 等 0.4 1.1 畑作物 ｺー ﾝ、ｼ゙ｬｶ゙ｲﾓ等 8.2 23.9  
雑草類 芝生、花卉等 1.9 5.7 豆類 大豆、小豆等 2.3 6.7  
米麦類 苗、ﾜﾗ、玄米等 2.8 8.3 野菜類 大根、ｷｭｳﾘ等 18.6 54.4  



 
図１ 作物残渣堆肥化処理フロー図 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 堆積時期と温度変化(℃) 堆肥1～3は仕込み回数、2週間で切り返し、一次発酵完了後、熟成枠へ移動 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図３  作物栽培試験収量指数（A区：牛ふん堆肥、B区：残渣堆肥, 誤差範囲5%） 

表２ 牛ふん及び残渣堆肥の成分差 (H14. H15  %FW)    
堆肥種 水分  ｐH ECmS TC% TN% C/N P2O5% K2O% CaO% MgO% 
牛ふん堆肥 70.5 8.04 5.54 12.4 0.47 26.6 0.36 0.82 0.23 0.16 
残渣堆肥 59.2 7.54 3.60 8.1 0.56 14.4 0.49 1.02 0.45 0.35 
 
 
 
 
           
           80

90
100
110
120

14水稲A 14水稲B 15水稲A 15水稲B 14大豆A 14大豆B

-20

0

20

40

60

80

100

8
/2
2

9/
5

9
/1
9

1
0/
3

10
/1
7

10
/3
1

11
/1
4

11
/2
8

12
/1
2

12
/2
6

1/
9

1
/2
3

2/
6

2
/2
0

3/
6

3
/2
0

4/
3

4
/1
7

5/
1

5
/1
5

堆肥1

堆肥2

堆肥3

気温

 

高 水 分 作 物 残 渣  
低 水 分 作 物 残 渣

チ ッ パ ー 粉砕  低 水 分 堆 肥  

堆 肥 舎 内 に 残 渣 を 堆積  

ﾌﾛ ﾝ ﾄﾛ ｰ ﾀﾞ ｰ+ ﾏ ﾆ ｭｱ ｽ ﾌﾟ ﾚｯﾀ ﾞ ｰで 堆 肥 舎内 切 返 し 混合 (1 .5 ~ 3 m 高 )  

 好 気 性 発 酵で ５ ０ ～ ６０ ℃ 以 上 に なる 。  

農・ 園芸作物栽培 圃 場  

２ 次 発酵 で熟 成：堆 肥完 成  

切 返後 品 温 ５ ０ ℃ 以 下 に 安 定 ？  

Y E S  
N O  

畜 産 農 家 － 家 畜  

戻 し 堆 肥  

乾 燥 時は 水 分 6 0 %目 安 に 補 給 す る 。  

温 度 が低 下 し た と ころ で 切 返 す。  


